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1 各種認定及び用語は原則として佐野(2010a),佐野・小磯(2011 )に依った。 
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 ２. 分析方法 















本人 疎 親 不明 小計 
美容院でパーマをかける前にヘアスタイ
ルについて美容師に相談 
2 99 132 0 0 231 
補聴器店で家族の補聴器について店員と
相談・購入 












3 84 2 50 0 136 
発話文数総計 1,342 
 








Q&A サイトの談話構造(田中 2011)やクチコミサイトの分析(田中 2013a，2013b)が行われて
いる。テクストの意味単位を特定するための手法(佐野 2010b)だが，その過程において発話























話と，メッセージのセグメント，種類，および RUA 認定対象メッセージ数を示す。 
 





発話 メッセージのセグメント メッセージの種類 
認定対
象数 







































































A30f 39 →あ、そうで←すか＝。 →あ、そうで←すか＝。 「位置づけ」 0 



























図 1  メッセージの種類 
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２．４  発話機能の認定 




表 4  発話機能 (Halliday & Matthiessen 2004: 107) 
role in exchange 
commodity exchanged 
(a)goods & service (b)information 
(i)giving 
“offer” 
would you like this teapot? 
“statement” 
he’s giving her the teapot 
(ii)demanding 
“command” 
give me that teapot! 
“question” 
what is he giving her? 




























表 3  相談内容ごとのメッセージ数 




















表 5  発話行為・中核要素・現象定位からの認定 
   発話機能 




   現象定位 
   現在 
過去 
未来 
仮定    非習慣的 
一時的 
習慣的 

















状況外 [9]報告 [13]説明 [10]状況外 
回想 
[11]予測 [12]推量 
定言 n/a [14]一般化 
「n/a」は該当なし／背景が灰色の部分が修辞機能の種類／[ ]内は脱文脈化指数 
 












表 2で示した「美容院」データに RUA認定したものを表 7に示す。右に「→」の後に示
した脱文脈化指数と修辞機能をみると，脱文脈化指数は，13→9→2→4→13，修辞機能は「説
明」→「報告」→「実況」→「計画」→「説明」と展開している。脱文脈化程度が高く会話












































図 4  修辞機能と脱文脈化程度 














































































予想 5]，毛質との関係からの提案をしている[2実況][8 観測][5状況内予想]。【C】 
さらに，前に美容院に行ってからどのぐらい時間がたっているか[3 状況内回想][9 報告]，






観測][7 自己記述]，カラーリングをした後の一般的な話[9 報告][13 説明]，今後のカラーリ
                                                   








































































































設計のための一日の会話行動に関する基礎調査」国立国語研究所論集 10, pp.85-106. 
佐久間まゆみ(1987)「文段認定の一基準（Ⅰ）―提題表現の統括ー」文藝言語研究 言語篇, 
11, 筑波大学 文芸・言語学系. 
佐野大樹 (2010a) 「日本語における修辞ユニット分析の方法と手順 ver0.1.1―選択体系機
能言語理論（システミック理論）における談話分析―（修辞機能編）」. 
http://researchmap.jp/systemists/資料公開/  閲覧日 2016年 11月 30日 
―――― (2010b)「選択体系機能言語理論を基底とする 特定目的のための作文指導方法に




機能言語学研究, 6, pp.59-81, 日本機能言語学会. 
鈴木香子 (2002a). 「ラジオの医療相談の談話の構造分析」早稲田大学日本語教育研究, 1, 
pp.117-130. 




2016年 1月 28日アクセス 
田中弥生 (2009). 「インターネットの知識検索サービスにおける談話構造の諸相 ―Yahoo!







―――― (2011). 「修辞ユニット分析を用いた Q&A サイトの質問と回答における修辞機
能の展開の検討」社会言語科学会第 28回大会発表論文集, pp.226-229. 
―――― (2013a). 「クチコミサイトにおける修辞機能の商品評価の高低による違い ―修
辞ユニット分析による検討―」機能言語学, 7, pp.59-74. 日本機能言語学会. 
―――― (2013b).「評価の高低によるクチコミサイト「アットコスメ」における談話構造
の特徴 ―修辞ユニット分析を用いて―」神奈川大学言語研究,35, pp.1-23, 神奈川大学言
語研究センター. 
田中弥生・柏野和佳子・角田ゆかり・伝康晴・小磯花絵 (2017)「『日本語日常会話コーパ
ス』構築における会話収録方法」『言語処理学会第 23回年次大会（NLP2017）予稿集』 
ポリー・ザトラウスキー（1993）『日本語の談話の構造分析――勧誘のストラテジーの考
察』くろしお出版. 
??????ワ?クショップ2016?????
78 2017?3?7?-8?
